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平成30年度 

１級造園工事施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1)（イ） 

 調査項目 調査方法 

1 土性、土壌構造 ・掘削による土壌断面調査 

・検土杖による土壌断面調査 

・標準土色帖による土色の調査  ・・・等 

2 土壌硬度 ・山中式土壌硬度計による測定 

・長谷川式土壌貫入計による測定 

・親指による簡易測定      ・・・等 

3 土壌透水性 ・長谷川式簡易現場透水試験器による測定 

・定水位法、変水位法による測定 

・減水速度判定による調査    ・・・等 

 

（ロ）・土層改良工・・・部分的に土壌が固結し、また粘質土が良質土の土壌中に

塊状あるいは部分的に層状に分布しているので、深層工、深耕工で固結し

た粘土層を改良し、通気性、土壌硬度を改良する。 

・土性改良工・・・透水性、保水性を改良するため、良質土による客土や適

切な有機質系土壌改良材を使用する。 

(2)  

（イ）・施工上の注意事項：元肥は遅効性のものとし、肥料焼けをおこさないよう、

根に直接あたらないように注意する。 

・作業内容：枝張りの外周線直下、円形になる地上投影部を施肥位置の目安

に、深さ 20ｃｍの溝を掘って、溝底に平均的に輪状に肥料を敷きこんで埋

め戻す。 

※他に放射状の直線の溝に施肥を行なう車肥、円形の所々に縦穴を掘って施肥

をする肥壷という方法がある。 
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(ロ) ・理由(利点)：黒松の根は水を嫌う性質があるため、水極めでなく土極で植 

付ける。根の毛管現象によって水が根に達し、樹木体内に吸収される。 

・施工上の留意事項：土の埋戻しは入念に行い、隙間が出来ないように棒で 

突き、根鉢に密着させる。 

(ハ) ・移植、植栽した樹木は、樹体が風などによる動揺で発生した幼根が折損 

するなどの懸念があり、その地域の強風の方向などを考慮して支柱を取り 

付けることで、樹木の活着を助長する。 

 

(3) ①十分に潅水を行ない、乾燥させないように保護する。 

  ②目土の薄い箇所には目土を追加する。 

  ③踏圧による枯損を防止するため、むやみに芝生に足を踏み入れないよう柵な 

どを設ける。 

(4)   

（イ）Ａ 荒掘り 

   Ｂ なおし 

   Ｃ 樽巻き 

   Ｄ 揚巻き 

（ロ）作 業 名 ：枝しおり 

   作業手順：幹に近い部分から外枝へ、梢から下方へと進める。太い枝や強固 

な枝、折れやすい枝などは、枝の元から枝先方向に向かって 3㎝  

ほどの間隔で縄を巻き付けながら枝を幹に徐々に引き付けてい

く。 

 (4)   

（ハ）幹の縄巻き：樹皮を損傷しないように縄巻き、むしろ巻き、さらにその上に 

堅板材などを巻いて保護する。 

   枝おろし：積込み、運搬、植付け作業時に支障となるような枝を切り落と

す。根巻きを堅固にする：根鉢の割れ、崩れ防止を防止する。 

・・・等 
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【問題 3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ロ) 1）Ａ → Ｂ → Ｆ → Ｊ → Ｌ → Ｍ 

   2）21 日 

  (ハ)  08 日 

  (ニ)  24 日 

  (ホ)  01 日 

  (ヘ)   Ｃ－１日 Ｋ－2日 

 (2) Ａ 増加 

    Ｂ 減少 

    Ｃ ノーマルタイム 

    Ｄ クラッシュタイム 

    Ｅ 最適工期 

 (3)①組合わせ作業における手待ちの発生における低下 

   ②作業環境の不備による低下 

   ③作業に不慣れのための低下 

   ④設計図書の理解不足で手戻りの発生                      ・・・等 

 (4)利点  ①工期、作業の関連性が明瞭である。 

         ②クリティカルパスによる重点管理が可能。 

   欠点  ①作成が複雑で時間がかかる。 

 

【問題 4】 

(1)  (イ) 1）①幹周 

        ②1.2  

        ③上部 

       2）ア・ウ・エ 
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(ロ）1)枝葉の配分：配分が四方に均等であること。 

        下枝の位置：樹冠を形成する一番下の枝の高さが適正な位置にあ 

ること。 

       2)「生育」「樹皮」「枝」 

       3)根が平均にみずみずしく張っており、乾燥、土くずれのないもの。 

       4)「形態」「葉」「虫害」から 2つ 

    (ハ） ①直射日光や風の当らない場所に仮保管する。 

       ②乾燥防止処置として根に濡れムシロなどで覆い、保冷保温のため 

シート等で覆う。 

       ③適宜完遂を行なう。 

 

 (2)     Ａ 規格基準 

       Ｂ 可視 

 

【問題 5】 

 (1)  (イ) ①あらかじめ埋設物の管理者及び関係機関と協議し、関係法令等 

に従い、保安上の必要な設置を決定する。 

        ②施工に先立ち、埋設物管理者の保有する台帳に基づき試掘を行 

ない、埋設物の種類位置等を目視により確認する。 

        ③埋設物に近接して掘削を行なう場合は、周囲の地盤のゆるみ、 

沈下等に十分注意し、必要に応じて補強、移設等を関係者と定 

め協議する。                                ・・・等 

    （ロ） ①旋回範囲内への立ち入り禁止措置の実施。 

        ②誘導者の配置と合図による誘導の実施。  

    （ハ） 1) Ａ ク（地形及び地質の状態） 

          Ｂ サ（転倒を防止するための方法） 

          Ｃ キ（労働者の配置及び指揮の系統） 

          Ｄ ア（1） 

    （ニ） 2) Ａ 固定 

          Ｂ ブレーキ 

          Ｃ 吊り荷 

 (2)   Ａ 3  

     Ｂ 監視人 

     Ｃ 労働基準監督署長 
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 (3)   安全朝礼： 

     ①1日の作業手順や作業工程の確認 

     ②1日の作業上の留意事項や禁止事項 

     ③危険の予知及び指差呼称の励行の指示・確認       ・・・等 

終業時の確認： 

     ①安全衛生責任者が片付け状況、火の始末、電源、施錠、残業者等を 

      確認 

     ②現場全体の再確認、翌日の手配事項の再確認、事務処理等の実施 

 

 

 


